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「令和４年度 第４３回 九州小学生親善ハンドボール大会」 
の開催について（お知らせ） 

 
 
 
 初秋の候 皆様におかれましては、ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。 
  日頃より、本協会の事業につきましては、格別のご理解を賜り厚くお礼申し上げます。 
 さて、九州各県でも新型コロナウイルスの感染者数が少しずつ減少してきましたが、
完全に沈静化までには至らない状況が継続しています。 
標記大会については、チーム役員・選手をはじめとし、保護者の皆様も開催の動向が

気になることと推察します。本協会では、小学校での節目となる重要な大会と位置づけ、
開催地の沖縄県ハンドボール協会と開催に向けて協議を行いました。 
つきましては、現段階では下記の通り方向性を示し、現時点での確定事項は来月にも

発出予定の実施要項に記載し、今後も沖縄県ハンドボール協会および関係機関との協議
を重ねていき、競技方法などの詳細は、改めて抽選時（大会の１か月前を予定）に参加
チームに周知を行いたいと思います。 
来月から各県での予選が開催される中、詳細の態度決定まで、協議調整の時間を頂戴

しますことをご理解いただきますようお願い申し上げます。 
 
 

記 
 
 
【開催の方向性】感染防止対策を万全に施しながら大会運営を行う。 

〇各県からの出場を「男女２チーム」とする。 

〇代表者会議・審判会議などの諸会議は、今後の感染状況をみて開催を検討する。 

〇開会式は、上記の諸会議と同様に、今後の感染状況をみて開催を検討する。 

〇閉会式は、関係チームのみで簡易的に実施する。 

〇競技方法は、体育館の収容人数や関係者の滞留人数などを課題に検討する。 

〇チームに帯同し、選手の世話をする保護者の入場を認めるが、入場者数を制限する。 

 

 

 

 

 

以上 


